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●ケガをしない体づくりのポイントを学ぶ

スポーツ指導者養成講習会が２月１１日、エスペラン
ス丸山で行われました。今回は「家庭で簡単にできる
ケガをしにくい体づくり」をテーマに、その分野で実
績のある日本コアコンディショニング協会の吉武永賀
さんを講師として招きました。
座学の中で参加者らは、吉武さんから「正しい姿勢

を安定させることが運動の基礎につながり、ケガを予
防し体を動きやすくする」とポイントを学びました。
その後の実技で、姿勢のゆがみやねじれを整え、コア
（体幹）を活性化させる運動を体験し、その効果を実
感していました。

〈体幹を活性化させる運動を解説する吉武さん〉

●ありがとうの気持ちを抹茶に込めて

ほくぶ幼稚園で２月２３日に感謝茶会が行われ、卒園
を控えた年長児がお世話になった保護者に感謝の気持
ちを込めて、手作りのお菓子と抹茶を振る舞いまし
た。園児らは元園長の榊原和代先生にお茶の作法など
を習い、この日に向けて練習してきました。
目の前に座る保護者に喜んでもらおうと、真剣な表
情で抹茶を点（た）てる園児たち。抹茶を飲んだ保護
者から「ありがとう」「おいしかったよ」と声を掛け
られると、自然と笑みがこぼれていました。会を終え
た園児は「いっぱい練習したから上手にできたよ」と
満足そうでした。

〈抹茶で保護者をもてなす園児たち〉

●交通事故や犯罪から身を守るには

草木小学校で２月２１日、愛知県警察音楽隊の巡回コ
ンサートが行われました。児童の他に草木保育園年長
児や地域の方も参加し、小学校の金管クラブと警察音
楽隊の合同演奏や音楽隊の迫力ある演奏に耳を傾けま
した。
楽器の演奏以外にカラーガード隊「フレッシュ・ア

イリス」が、演奏に合わせてフラッグやポンポンなど
を使った演技を披露しながら、交通安全を呼び掛けま
した。演奏や演技の間に、交通事故から命を守るポイ
ントや連れ去りを防ぐ合言葉の説明もあり、児童らは
事故や犯罪から身を守る方法を学びました。

〈合同演奏をする金管クラブと音楽隊〉

●障がいについて理解を深めるフォーラム

阿久比町、東海市、知多市、東浦町が行う障がい者
支援ネットワークフォーラムが２月１８日、エスペラン
ス丸山で開催され、各市町の住民約２５０人が参加しま
した。
第１部の基調講演では、発達障がいの当事者で、同
じ障がいのある３人の息子を育てる笹森理絵さんを講
師に迎え、自身の育ちや子育て経験を踏まえ、参加者
らに発達障がい者への理解とサポートの必要性を伝え
ました。第２部では各市町の福祉担当部長によるシン
ポジウムがあり、福祉政策に対するこれまでの成果と
今後の展望などについて意見を交わしました。

〈発達障がい者への理解を訴える笹森さん〉


